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� はじめに

｢合資会社 高橋商店｣ は, 高橋英一が����

(昭和��) 年に設立した企業である｡ その前身

となるのは, ����(明治��) 年に, 高橋九一郎

が久留米市から移住して熊本市の横紺屋町にお

いて自家製ロウソクや木綿織布などを取り扱う

商売をはじめたことを源とする｡ その後, 久留

米市の商家, 加納卯三郎の長男であった文六が

養子として高橋家に入り, ����(明治	�) 年に


代目を継ぎ, ロウソク・マッチ・線香などの

卸商として業を営むようになった｡ 高橋英一が

�代目を継いだのは, 彼が若干
�歳のときで

あり, 家業継承と同時に ｢合資会社 高橋商店｣

を設立したのであった｡�)

高橋英一は, ｢合資会社 高橋商店｣ を創設し

て以来��年もの間, 同社の社長の座にあった｡

その意味で, ｢合資会社 高橋商店｣ は高橋英一

という経営者自身と非常に密接な関係性を有し

ているといえる｡ 同社の特徴は, ひとりの経営

者が長期間経営の指揮を執っていたというだけ

ではなく, 業務内容の複雑化や企業規模の拡大

にもかかわらず, 合資会社という会社形態のま

ま発展的拡張を続けたという点でも興味深い｡

合資会社としての高橋商店は, ����(平成��)

年に, その営業部門を独立させた熊本共和株式

会社を設立するまで存続した｡
) その後, 熊本

共和株式会社は鹿児島共和株式会社と
���(平

成��) 年	月に合併し, イーライフ共和株式会

社と名称を変え現在に至っている｡�)

このように, ｢合資会社 高橋商店｣ は, その

創設時期を明治初期に有し現在もなお継続する,

熊本においては数少ない伝統ある企業である｡	)

さて, 本稿の目的は, 伝統ある熊本の企業で

あり, 現在もなお日用雑貨卸業を営む, 旧 ｢合

資会社 高橋商店｣ における経営プロセスの合

理化について, とくに事務作業の機械化の発展

過程に焦点を当てて検証することである｡ 日用

雑貨類の卸売業を営む同社の取扱商品は, 石鹸・

洗剤・家庭雑貨・日用品・化粧品などであり,

これらは日本経済の発展と日本人の生活スタイ

ルの変化や高度化とともにその品目数が累進的

―��―

�) 高橋家および高橋商店の草創期から昭和期前半までの詳細な変遷については, 幸田 [
���] を参照のこと｡

) ｢高橋商店｣ はそれ以後も合資会社として登記上しばらく存続するが
���年に株式会社として改組してい
る｡ 株式会社高橋商店の現在の主たる業務は不動産管理である｡ なお同社の代表取締役社長はいま現在も
なお高橋英一氏である｡

�) イーライフ共和株式会社の代表取締役社長は�田肇氏である｡ 武田薬品に勤務していた�田は, 高橋英一
の長女と結婚していたが, 昭和	�年�月に武田薬品を辞して熊本に戻り ｢合資会社 高橋商店｣ に入社し
ている｡ イーライフ共和は, 鹿児島共和株式会社 (前身は��	�(昭和
�) 年創業の ｢ミツワ商会｣) との合
併により誕生したもので, その登記上の本社は鹿児島市にある｡ なお, イーライフ共和株式会社の経営デー
タを紹介すれば, 売上高���億円, 従業員数���名などである｡ 同社のホームページは����������

����������のとおり｡
	) 明治の近代化以降の熊本は, 行政および軍機関の都市というイメ－ジで語られることが多く, 商業機能あ
るいは経済機能と都市の関係での歴史的検証が多くなされていない｡
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に増殖したものである｡ つまり, ｢合資会社 高

橋商店｣ の商品売買に関する事務処理業務は,

わが国の社会生活の成長あるいは豊かさの増大

と相まって増加し複雑化したことが想像される

のである｡ このように複雑に増大していく事務

作業の処理を合理化することは, 常に同社およ

び経営者高橋英一の重大な関心事であった｡ こ

の変化を実証的に観察していく作業は, たんに,

｢合資会社 高橋商店｣ だけの個別事例の検証に

とどまらず, わが国の経済および社会全体の変

化を投射するものであることが期待される｡

なお, われわれがここでとった研究の手法と

しては, 数度にわたってとりおこなった ｢合資

会社 高橋商店｣ の社長であった高橋英一氏と

現在のイーライフ共和株式会社の社長である�

田肇氏に対するインタビューによる口述記録を

素材のひとつとして構成する, いわゆるオーラ

ルヒストリー�)を採用している｡

� わが国における経営機械化の変遷

日用雑貨の総合卸売業を営む ｢合資会社 高

橋商店｣ は, その業務の特性上, 時代を経るご

とに加速度的に増大していく取扱商品の種類�)

に対応すべく, 種々の事務処理の合理化・効率

化が必要になっていった｡

それを支援する技術および考え方をここでは

｢経営機械化｣ という表現で一括している｡�)

経営機械化というやや古びた表現を使用する理

由は, ここで論じる ｢合資会社高橋商店｣ での

これらの営みが����(昭和��)年代からはじまっ

ているので, 今日的な表現では時代的なニュア

ンスが伝わりにくいことが考えられるからであ

る｡ また, 経営機械化という表現自体も, ����

年代には事務機械化というのが一般的であった

し, その後, 経営事務機械化と呼称された時代

もあった｡ コンピュータ化や�	(オフィスオー

トメーション) 化という表現が経営機械化のあ

とに登場してくるが, 本稿で論じる時代性から

すれば, それらはもう少し未来のことである｡

また, 経営機械化のなかに包含される事務の

機械化といっても, その意味内容はじつに広範

囲にわたる｡ 機能の観点から整理すると, 例え

ば, ｢書くこと｣ ｢数えること｣ ｢連絡すること｣

｢保管整理すること｣ などに分類されるであろ

う｡

｢書くこと｣ とは, すなわち, 印書・複写を

する機能であり, この機能遂行のための道具や

機械には, ペン, タイプライター, カーボン,

謄写機, 複写機などがある｡ ｢数えること｣ と

は, 計算をする機能であり, この機能遂行のた

めの機械には, 算盤, 加算機, 計算機, 会計機
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�) オーラルヒストリーについては, たとえば御厨 [����] 等を参照のこと｡
�) たとえば, ����(昭和��) 年における取扱商品は���品目であったのが, そのわずか
年後の����(昭和

��) 年には���品目と飛躍的に増大している｡ その後のいわゆる ｢多品種少量｣ の時代が本格化してくる
ようになると, この数字はさらに累進的増加を見せるようになる｡

�) 経営機械化という表現とその意味内容については, たとえば, 次のような説明がある｡ ｢とくに経営機械
化という言葉を使用したのは, それが単に事務作業の機械化, すなわち, 事務能率的な問題として取り上
げるのではなくして, 経営学的研究として把握するという意図を明らかにしたものであり, 内容的には会
計学的研究も統計学的研究も併せて, 工学的研究と関連をもちながら, 研究を進めたのであった｡・・・
経営機械化が事務能率的研究ではなくして経営学的研究であるということは, それが単に経営あるいは会
計, 統計のための技術的手段であるということだけではなくして, それ自身が経営原理の発展と, 論理的
な関連をもつものであり, 経営学の理論的形成の一側面をなるものである, ということを意味するのであ
る｡ また異なった表現をすれば,・・・経営機械化論的研究とは, さらに経営の質的側面の問題の解決に
も及ぶ研究である｡ 経営の質的側面の問題とは, この場合経営管理方式に関する問題であり, 通常経営管
理組織と方式に関する発展, すなわちその高度化を推進する意味をもつものである｡｣ (岸本 [����], �

���)｡



などがある｡ ｢連絡すること｣ とは, 情報やデー

タを通信する機能であり, この機能遂行のため

の機器や機械としては, 郵便, 無線, 電話機,

ファクシミリ, テレタイプ, テレックスなどが

ある｡ ｢保管整理すること｣ とは, 事務書類な

どを分類整理し保管する機能のことで, これら

機能を遂行するためのものとしては, ステープ

ラーのような紙綴じ器や穴あけ器, ファイリン

グシステムなどがある｡

もちろん, これらの機能を複合的に果たす機

器類も以前より存在しているが, さらにいえば,

最近のコンピュータ環境は, 高度に複合的でよ

り発展的な事務作業の合理化を可能にしている｡

しかしながら, ここでは, あくまで経営機械化

とりわけて事務処理作業の合理化・効率化のた

めの近代的な技術とその革新過程に焦点を当て

ている｡

さて, そもそも経営の機械化が必要とされる

理由についてであるが, たとえば, わが国の

����年代中期の機械化初期の状況のなかで次

のような説明がある｡ ｢・・・何より, 従来の

手作業による処理が著しく困難か或は全く不可

能なる分野におかれるべきであること, 即ち要

求される事務が時間的要素の重視せられるもの,

或は従来経営において要求せられながらも複雑

にして作成し得られなかったものなどが重視せ

られる｡｣�) と｡ この説明は, 経営機械化に対

する一般的な見解であると思われるが, (原始

的な ｢道具｣ の使用はあるとしても基本的には)

人力のみによって処理される手続きの種々の手

間を合理化し生産性を向上させることと, それ

までの処理作業のやり方ではなしえなかった成

果を機械化によって達成するということを意味

するであろう｡ また, 表現を変えるなら, 事務

作業を機械化することのそもそもの目的がコス

トの低減からはじまったものであっても, それ

を超えて, 経営管理の近代的なシステムを構築

するという, より積極的・建設的な目的へと発

展していき, その結果, 機械化の意義はたんに

便利な道具としての利用のみならず, 経営機械

が有する機能と特性を生かすことで初めて可能

となる新たな業務を発見し, 経営の合理化に役

立てようとすることにあるといえる｡

またあるいは, 後述するように, 経営機械の

導入によってはじめて可能となった業務処理が,

ビジネスそれ自体の革新をもたらすことになる

という点に着目すべきである｡ 換言するなら,

この観点からの研究は, 経営機械の導入なくし

ては新しい経済社会の地平を切り拓くことはで

きなかったという歴史的事実を確認する機会で

もある｡ その意味で, 日本の経済発展, 日本人

のライフスタイルの変化, そして引いてはわが

国の経済社会の構造変化と密接な関係を持つ日

用雑貨という商品を取り扱う ｢合資会社 高橋

商店｣ における経営機械の導入の経緯とその成

果を見ることは意義深い｡

さて, ここでいったん, ｢合資会社 高橋商店｣

における経営機械化の変遷についてその概要を

みておこう｡

同社に初めて事務処理の合理化あるいは効率

化を目的とした経営機械が導入されたのは,

����(昭和��) 年のことであり, その際の機械

は�	
社のいわゆる記帳式会計機であった｡

それは, 当然, 電子化されたものではなく機械

式の会計機であった｡ 日用雑貨卸商としての取

扱品目が���種類の頃である｡

数年の後, 取扱品目が���を超えた頃, 最初

のコンピュータ �	の ��	����が導入さ

れた｡ その後およそ��年間にわたって, ��	

����シリーズの機械を更新しながら導入して

いった｡

高橋商店にとってコンピュータ環境と機械の

処理能力の双方の意味で画期的だったのは, 当

時の電電公社が一般通信回線を通じて大型コン

ピュータの時間貸しサービスを供給した

�
��システムである｡ このシステムの導入

高橋商店における経営機械化の発展
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�) 米花 [����], ����｡



は����(昭和��) 年のことであった｡ なおこの

システムを導入した約半年後に第�次オイルショッ

クがおこっている｡ このあたりから ｢情報｣ の

力が日用雑貨卸という同社の経営のなかで相当

に意義あるものであることが明らかとなってく

る｡

����(昭和��) 年頃に, 高橋英一は全国化粧

品日用品卸連合会副会長となりその情報部会に

おいて, 	
�システムの普及に主導的役割を

果たしはじめるようになる｡ ����(昭和��) 年

には地元異業種�社と情報会社����を立ち

上げ, ����(昭和��) 年頃にはバーコードによ

る受発注システムである�
�システムを確立

させた｡ その後も, 自動決済システムの開始

(����(昭和��) 年), 地域情報通信株式会社の

設立 (����(昭和��) 年), 自動発注システムの

開始 (����(平成��) 年), 社内ネットワークシ

ステム開始 (����(平成��) 年) と, 革新的な

営みが続けられている｡

これらのうち, 本稿で取り上げるのは, 前半

部分のいわゆる経営機械化の時代である｡ ｢経

営情報システムの革新｣ に重点が置かれた近年

の事柄については機会をあらためて検討するこ

ととする｡

� 高橋商店における事務作業合理化の
ための経営機械導入の変遷

(�) ���記帳式会計機の導入

｢合資会社 高橋商店｣ が事務作業の合理化の

ために最初に導入したのは, いわゆる記帳式会

計機と呼ばれる機械であり, 機種は当時の日本

ナショナル金銭登録機株式会社 (日本���)�)

の会計機である｡

記帳式会計機は, その機能のオリジナルを,

タイプライターや金銭登録機 (キャッシュ・レ

ジスター) あるいは加算機に求めることができ

るという｡��)���会計機はその社名(��������

������������) が示すように, 金銭登録機か

ら発展したものである｡ ���会計機の場合,

入力は英字 (または仮名文字) および数字を備

えたキーボードでおこなう｡ 記帳式会計機の機

能上の特徴は, 分類・計算・帳票作成の機能を

備えていることである｡

高橋商店にとって最初の機械である���会

計機は����(昭和��) 年に導入された｡

昭和��年に当時��万円の���の金銭登

録機が入っていました｡ ちょうどインフレ

の最中で, ��万円の機械は今ですと� ���

万円を超えます｡・・・購入価格を見たら,

��万円でした｡・・・当時の賃金からする

と, � ���万円を超えるのです｡ (�田

[����!])

このように多額の資金を投入して経営機械を

導入するようになった背景に, 高橋商店の業務

の質と量の双方において劇的な変化があったと

いうわけではない｡ いわゆる多品種少量の時代

が到来して, 日雑卸の業務内容が大きく変化す

るのはまだ先のことで, 事実, この当時での高

橋商店の商品取扱品目数は���アイテムぐらい

であったという｡ では, このような多額の投資

を伴う経営機械化の革新をもたらした要因はど

こにあるのだろうか｡ それは何より経営者高橋

英一が有する経営技術に対する先見性と先取性

であろう｡

実は, 今のようなコンピュータの概念はな

かったのですけれども, 機械化されたもの

があるのではないかと昭和��年代の末に
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�) 日本���は ����年に ｢日本金銭登録機｣ という社名で創立された組織であるが, もともとは, ����年
にアメリカに創立された���社の日本法人である｡ 現在の日本���社の正式名称は ｢日本エヌ・シー・
アール｣ である｡

��) 難波 [����], "#����, 設楽 [����], "#��｡



は考えておりました｡・・・もう昭和��年

ごろには, コンピュータを使わないといけ

ないと私はしきりに思いまして, 人にもお

勧めしておりました｡ (高橋 [����])

高橋英一に永年仕えてきた現在の社長�田肇

も当時の高橋商店とその経営者高橋英一の特性

を次のように評価している｡

割と新しい気質というか, それは持ってお

られるのだろうと思います｡ (�田 [����

�])

さて, 前記したように, 記帳式会計機の基本

的な機能は, ①分類, ②計算, それに③帳票作

成である｡��) さらに, これら�つの機能を一定

基準に従いながらキー操作によってコントロー

ルできるということが重要である｡��)

自動計算を可能にするのが会計機の一般的な

特長であるが, その際, 計算能力の内容が重要

である｡ 通常は加算だけができる加算レジスター

であるが, もし入力の際に間違いがあった場合,

それを補正するために訂正数値を再度入力しな

ければならずその点で不便である｡ また, クレ

ジットバランスといわれるマイナス残高を自動

的に計算させる能力を備えているものもある｡

これを補数レジスターという｡ 加算と減算 (補

数) の複合的な組み合わせであるいわゆる横計

算 (クロスフッター) こそが会計機の自動計算

の最重要機能である｡��) たとえば, レジスター

�に加算 (�(借方))・レジスター�に補数 (�

(貸方))の機能を持たせた場合, クロスフッター

の演算プロセスは, 次図のように表される｡

帳票作成と印刷の機能についても種々の程度

があり, たんなる数字と集計結果の印字を行い,

これに加えて日付や記号などが印字できるもの

をショートテキスト, タイプライター並みの印

字機能を持つものをフルテキストという｡

｢合資会社 高橋商店｣ が昭和��年に導入し

た記帳式会計機のメーカー日本	
�が提供す

る機械は, ｢多角的汎用機｣ というもので, 以

下のような機能的特徴を備えたものである｡��)

１.��ケ (分割し��ケ)という豊富な会計

機が全部クロスフッターであるため, 正負

高橋商店における経営機械化の発展
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��) 設楽 [���], �������｡
��) 記帳式会計機の基本機能とその操作については難波 [����] が詳しい｡
��) 会計機の計算機能は, たとえば, 借方と貸方それぞれの合計金額を算出するいわゆる縦 (計)算と, 借方・
貸方の合計額だけでなくその差額である残高の算出 (いわゆる横 (計)算)の両機能をあわせ持ったところ
が特長である｡ (難波 [����], ����)

��) 	
�会計機部 [����], �����｡ また	
�会計機の当時の代表機である ｢ナショナル��号｣ の仕様につ
いては, 中島 [����], �������を参照｡

�(借方) �(貸方) 
(残高)
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�������
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レジスター(�)

＋��
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(設楽 [����], ����)

図１ 会計機の概念



残高を直接自動的に算出する｡ このため,

多数項目の集計や残高算出もでき, その残

高の正負につき一切判断考慮を要しないし,

複雑な横算の入った計算業務を極めて容易

に処理する｡

２.��ケの合計器コントロール・キーをもっ

ているため, ��項目～��項目の分類集計

業務が行える｡

３. 多くの自動判断機能は, 判断業務まで

も自動的に行うため論理的判断を含む計算

業務にも広く適用できる｡

このような機能を持つ日本���の記帳式会

計機が高橋商店の経営の合理化に及ぼした影響

を�田肇は次のように表現している｡

ですから, 昭和��年にすでに���が入っ

ていて, ��仕訳できますから, 当時の商

店からしたら, すべてレジ�台でできまし

た｡・・・	
も何もなく機械だけで��仕

訳ができます｡・・・下にまだありますの

で, 写真を撮られたらいいですけれども,

昔茶色で三越などにドーンとあった｡ あれ

が入っていました｡ 購入価格を見たら, ��

万円でした｡ 当時は, そのレジ�台で仕訳

が全部できたわけです｡ もっとすごいのは,

それに印刷機が付いていて, 入力した入出

金が全部印刷されました｡ それも全部機械

でやっているわけです｡ (�田 [����])

主要な事務処理のほとんどすべてを, (現在

からすれば単純で稚拙な演算機能しか持たない)

会計機�台でこなしたことが, 当時としてはい

かに画期的なものであったことであったかがう

かがえる｡ とくに強調されているのは, 印刷機

能すなわち帳票作成機能である｡ ｢入力した入

出金が全部印刷されました｣ ということから,

簡単な記憶機能を持っていたことも推察される｡

記帳式会計が遂行する具体的な処理の一例と

して, 販売伝票 (売上伝票) の起票から得意先

元帳への転記が同時に行われることを想定して

みよう (図�)｡ 商品の販売 (あるいは注文) が

おこなわれると, その内容に従って作成された

販売伝票の内容が特定の得意先元帳に転記され

るのは手作業の会計処理と同じだが, この得意

先への販売が繰り返されるたびにその記録は会

計機に累積されていくこととなる｡ したがって,

ここに, 得意先個別の販売記録 (たとえば販売

日報と称する書式)が作成され, そこでは, 借

方 (売掛金の歴順発生記録) とのその合計と,

貸方 (その回収の歴順記録) とその合計, さら

には借方と貸方の差額 (未回収額) が自動的に

計算・記入され出力される｡

工 藤 栄一郎・堤 豊
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図２ 会計機の処理例
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また, ｢合資会社 高橋商店｣ は, 同機につい

て, より便宜的な利用環境にするため, ���

会計機に若干のカスタマイズを行っている｡

ほとんどのレジは, ��万円単位までしか

打てません｡ それで, それも打てなかった

のですが, インフレに伴って, だんだんお

得意さんの取引の単価が上がっていました｡

それに卸屋ですから, 売掛金が延べで�カ

月分や半月分になりますと, ���万円を超

えだしたのです｡ そうすると, ��万円を

打って, ��万円を打ってと, �行打ち [��

万円単位の�つの金額に分けて入力する－

引用者] をしないと入力できません｡ それ

で, 業者を呼びましたら, ちょっと部品を

変更しただけで, ���万円単位まで打てて,

合計が �	���万円まで出ました｡ (�田

[����
])

(�) 初期型オフコン��������シリーズの

導入

｢合資会社 高橋商店｣ の経営機械化にとって

画期的となった機器は, ����(昭和�) 年に導

入された日本電気 (���) の����������) で

ある｡ 同機は, 当時 ｢超小型電子計算機｣ と分

類された機械であり, しかも�ケ月あたりのレ

ンタル料が約��万円という安価なコスト��) で

利用可能であったため, たいへんなヒット商品

になった｡ とはいっても, 高橋商店が導入した

����(昭和�) 年までの��������を含む国

産の超小型電子計算機の累計出荷総数は, 日本

電子工業振興会の資料によれば, わずかに,

��台に過ぎないのであるが｡��)

���が開発販売した事務計算用の最初のコ

ンピュータは, ����(昭和 ��) 年の ����

����である｡ この機械は���最初のトランジ

スタ型のコンピュータであった｡ この�年後に

��������は製造販売されたのだが, 開発当

初から量産されることを想定して, 演算素子に

は当時はまだ安定性に問題があったトランジス

タ式ではなく, 信頼性を大幅に向上させるため

に新たに開発した低電力低周波パラメトロン

式�) を採用し小型磁気ドラムの技術を織り込

んで開発されたものである｡ プログラム記憶方

式で, 記憶装置として, �語は��ビットとし

て���語の記憶容量を有する磁気ドラムを備え

ていた｡��)

｢合資会社 高橋商店｣ が導入した ����

����は熊本県内での第�号機だったという｡

このような経営機械化の進展には, もちろんそ

れ以前に導入し活用してきた���会計機の経

営管理上の効果に対する強い自覚があったのは

確かである｡

高橋商店における経営機械化の発展
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��) 同機は����(昭和 ��) 年に日本電気が完成させ販売開始した ｢純国産開発超小型コンピュータ｣ の先駆
けだが, 当時, 事務機械の輸入をおこなっていた日本事務器株式会社からの ｢電子会計機｣ の製造を要請
されたことから開発されたものである｡ ちなみに, 情報処理学会では��������のことを電子計算機あ
るいはコンピュータとは表現せず ｢電子会計機｣ と呼んでいる｡

��) ちなみに当時の本格的な外国製コンピュータの場合, レンタル料だけで�カ月�千万円であったという｡
��) 米花 [����], ����｡
�) 日本人である後藤英一が発明したフェライトの磁気的性質を利用した回路素子｡ フェライトにコイルを巻
いてコンデンサと抵抗を付けた構造で, 当時主流だった真空管と比べて構造が単純で安価, 丈夫, 小さい,
という特徴があった｡ また当時の日本の技術では安定した品質のトランジスタを大量に作成するのは困難
だったが, フェライトやコンデンサなどは当時の日本でも入手が容易な部品であり, しかも構造が簡単で
あったため, 一定の品質のものを作ることが容易であった｡ 主として電子計算機などの演算回路や記憶回
路に使用された｡

��) 情報処理学会ホームページ ｢コンピュータ博物館｣ �������������������������� !� �" �# "�
�"$
� �#���������"%参照｡



���も非常に寄与していると思うのです

けれども, ���があんな機能を持ってい

るとはまず思わなかったのだろうと思うの

です｡ ところが, 私の推測では, この先コ

ンピュータ的なものに行くのではないかと,

おそらく昭和��年代前半に考え始めたの

だろうと思うのです｡ というのは, あんな

機械の歯車だけで��仕訳ができて, 印刷

ができているわけです｡ そのころもう��

がだんだん出てきますから, そういう中で

コンピュータにかなり興味を持って考えて

おられたのだろうと思います｡ (�田

[	��
�])

しかし, 高橋英一の着想は���会計機を導

入するよりもずっと以前からあったのである｡

今のようなコンピュータの概念はなかった

ですけれども, 機械化されたものがあるの

ではないかと昭和	�年代の末には考えて

おりました｡ しかし, 具体的なことは出ま

せん｡ そして, 昭和�	年ごろ電力会社が

コンピュータを入れた話を聞きまして, 電

力会社ではコンピュータどんな仕事をして

いるのかを調べてみました｡ (高橋 [	��
])

事実, 電力業界で ｢電気事業事務機械化研究

会｣ が組織されコンピュータの利活用に対して

共同研究がもたれるようになったのは�

(昭

和��) 年のことであるが, 実際に機械が導入さ

れたのは, 関西電力の場合, 富士通の

�����	�	を導入して料金計算に試用したの

が���年	月であったし, 東京電力の場合は

���の ����		��を導入してダム計算や原

子力関係計算などに試用しはじめた���年�

月のことであった｡	�) このことからも, 地方都

市の中小企業であった ｢合資会社 高橋商店｣

が�����	��を導入した時期が, いかに早い

ものであったかがわかるだろう｡

実際, 同業他社が事務作業のためにコンピュー

タを利用する状況にはまだ至っていなかったよ

うである｡

もう昭和��年ごろには, こうしてコンピュー

タを使わないといけないと私はしきりに思

いまして, 人にもお勧めしておりました｡・・

・それについて研究しないといけないと,

人さまにも教えたわけでございます｡・・・

私は, それを北海道のダイカから沖縄の儀

間さんまで全部正直ありのまま, 直接

���と取引すると楽にできるとお教えし

たわけです｡ (高橋 [	��
])

ところで, 当時の ｢合資会社 高橋商店｣ の

経営の規模は, 実際のところコンピュータによ

る経営機械化の環境をそれほどに必要とするよ

うなものであったのだろうか｡

取扱商品は,・・・コンピュータ �����

�	��が入る前後が�
�アイテムぐらいで

す｡ (�田 [	��
�])

というように, 昭和��年代の初めに���の

記帳式会計機を導入したころに比べると, 取り

扱う商品の種類は�倍以上に増加しており, 売

上高も相当に伸び, 企業として著しい成長過程

にあったのだろう｡ しかし, 同業他社のほとん

どがまだ機械化をしていなかったであろうこと

からわかるように, コンピュータの導入が企業

経営上不可欠な要素ではなかったと思われる｡

高橋商店とその経営者である高橋英一の持つ

経営合理化の志向性が他社にはない革新的行動

を生んだのだろう｡

そのころ人の手でやっておりましたのは,

今から見ると本当にもうおかしいぐらい手

ぬるい作業だったわけですね｡ (高橋

[	��
])

｢合資会社 高橋商店｣ にとっての最初のコン

工 藤 栄一郎・堤 豊
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	�) 米花 [��
], ��	��｡



ピュータであり, 熊本での導入第�号となった

��������の導入からわずか �年後の ��	


(昭和��) 年��月, 若干の処理速度の迅速化が

図られた改良型である���������に更新し

ている｡ その後立て続けに��	�(昭和
�) 年に

は ��������, ��	(昭和 
�) 年には ����

��
�と, 機種が改良されるたびに, 最新の機

種へと更新を重ねている｡��) ��	�年に導入し

た��������は, ����に比べると記憶容量が

�倍になったものである｡ ������
�は世界

初の集積回路 (��) 採用による超小型計算機と

して有名である｡ ������
�は��化と同時に

このクラスのコンピュータとしては初めてコア

メモリを採用した｡ 計算速度は��������の

���倍, 記憶容量は最大��	��語で�倍を超え,

外部記憶装置として大容量の磁気ドラムを�台

接続でき, 紙テープの読み込みスピードも速く

なった｡ ������
�の性能は当時の超小型コ

ンピュータとしては画期的なものであったとい

う｡��)

さて, ｢合資会社 高橋商店｣ では, 昭和��

年代の後半に導入したこれら��������シリー

ズのコンピュータを使ってどのような内容の経

営機械化を実現したのであろうか｡

コンピュータによって処理していた業務は,

主として, 在庫管理と伝票の発行である｡

要は, コンピュータで伝票を切ることが第

一優先だったと思います｡ そのころはまだ

大福帳で, そろばん片手にパチパチパチで

｢これでどうですか？｣ という商いです｡

そういう面では処理が非常に早くなった｡

それまでは, セールスが鉛筆なめなめ伝票

を起票するのが当たり前だった｡ セールス

が注文を取って, 会社に帰ってから伝票を

起票して, それを持って倉庫に入って品ぞ

ろえして, それで納品書を作って持ってい

く｡ そして, 経理が請求書の集計をして,

請求書をお届けして, 回収していく｡ で,

入帳は経理がする流れであったと思います｡

そこにコンピュータが入ってまいりました｡

(�田 [�����])

つまり, 従来は, 注文を受けて帰社した営業

係 (｢セールス｣) は伝票発行の作業を長時間か

けておこなわなくてはならなかったのだが,

��������シリーズを導入してからは, 受注

伝票を事務職員に回し, あとは機械が自動処理

するようになったのである｡ 導入前は, 日々の

伝票発行枚数は約���枚で, それにほぼ�日を

かけて手書処理していたのが, コンピュータ導

入後は事務職員�人がわずか
時間ほどで処理

できるようになっただけでなく, 処理枚数も

���枚から���枚ほどの起票が可能になったと

いう｡��)

また, 在庫管理の点では, 毎日夕方時点で在

庫状況が把握でき, 品切れや過剰在庫の問題が

解決され, 適正な在庫量の維持が可能となった

という｡

処理能力が格段に向上した������
�では,

伝票処理だけにとどまらず, 伝票作成時に入力

したデータをもとに, 得意先別売上表, 担当者

別売上表, 商品別売上表, 得意先別商品別売上

表, 担当者別商品別売上表などのいわゆる経営

管理のための各種資料を作成し出力できるよう

になっている｡�
)

高橋商店における経営機械化の発展
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��) 久保 [����], ����｡
��) この������
�のレンタル料は�カ月あたり�
万円であり販売後��カ月で累計��台といったハイピッ
チの受注が続いたという (情報処理学会ホームページ ｢コンピュータ博物館｣ ����������������������
����� ���!��"�!�#�!���"�����$�����
����!%参照)｡ わが国の多くの企業において経営機械化を
推進した重要な機種と位置づけることができるだろう｡

��) ��������シリーズで処理していた伝票の種類は, 売上伝票, 売掛元帳票, 売掛元帳票, 納品伝票, 物
品受領書, それに請求内訳表の	種類であった｡

�
) 久保 [����], ����｡



さらに興味深いのはコンピュータを利用した

このような伝票処理システムをさらに有効にす

る ｢エッジカード｣ の活用である｡ 約���～���

種類に及ぶ商品には�種類ごとに ｢エッジカー

ド｣ が設けられ, それらカードは回転式の台の

なかに差し込まれており, 客は自分の購入した

い商品のカードを ｢回転式エッジカード台｣ か

ら取り出し, それに数量などを書き込んでコン

ピュータの窓口まで持って行くというシステム

である｡ このカードをもとに, それほど時間を

おかず, 販売される商品をそろえると同時に伝

票の起票もできているというわけである｡��)

伝票切るのでも, エッジカードでまず得意

先を読み込ませてから得意先コードを読み

取らせて, 次に商品を読み込ませて, 数量

を打つと｡ ですから, 大工さんを呼んで,

ドラムに仕切りを作ってもらって, それに

エッジカードを入れていました｡ つまり,

得意先とメーカーと商品を記憶しておくこ

とができないので, 外にエッジカードを置

きました｡ そこに穴開きがありまして, そ

の光りでコードを読み取るようなことでし

たから, ��	にしても全然流通のノウハ

ウがないわけです｡ もう使い手の論理で作っ

てきました｡ (�田 [����
])

個別企業のためにカスタマイズされたコンピュー

タではないので, 機械の制約を超えていくため

の自己努力は必要だったのである｡

(�) �����システムの導入

����(昭和�) 年には ｢�����システム｣

を導入した｡ ｢合資会社 高橋商店｣ の後身であ

る ｢イーライフ共和｣ の現在の社長�田肇 (熊

本大学薬学部を卒業後, ����(昭和�) 年に武

田薬品へ入社) は, その前年の����(昭和�)

年に高橋商店へ入社している｡

私どもの新入社員の教育プログラムに, 初

めてコンピュータの科目が入って, コンピュー

タっ子といわれていました｡ そして, 武田

でコンピュータがいろいろな形で使われ出

したのです｡ (�田 [����
])

私が武田に入りましたのは昭和�年です

が, その年に初めて武田がコンピュータを

入れましたね｡ もちろんオフコンじゃあり

ませんけれども, 新入社員教育の中にコン

ピュータのプログラムが初めて入った年で,

私どもはコンピュータっ子といわれていた

のに, 昭和�年にこちらに来たら, もう

��	が�代目にバージョンアップをして

いましたね｡ (�田 [�����])

大型コンピュータを有する大きな組織での経

験からすると, 当時の高橋商店のコンピュータ

による経営機械化の現状は満足できない点があっ

たようだ｡

いかんせんマシンが小さいものですから,

在庫の更新は夜のバッチ処理しかできない

わけです｡ ですから, もう伝票を切りっぱ

なしなのです｡ ロケーション管理も何にも

ない時代に伝票を持っていって, ｢これ,

どこにあるか｣ とベテランに聞くと, ｢向

こうの倉庫だ｣ と言うから, 走っていって,

探します｡ ないと, こっちの倉庫を探しま

す｡ �品を探すのに倉庫の中で��分ぐら

いかかります｡・・・要するに, 品切れと

分かっていれば, 当然探さなくてもいいわ

けです｡ そのためには, どうしても在庫を

リアルタイムで管理できないといけません｡

伝票を切ってしまったものを夜にドンと落

としたのでは, リアルタイム管理できませ

ん｡ コンピュータを入れたために, 今度は

請求作業を取消したり, 非常に厄介な作業

になります｡ 手だったら消せばいいのです

が, いったんコンピュータに入っています

工 藤 栄一郎・堤 豊
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から, 取消すのに大騒動していました｡

(�田 [�����])

そういった状況のなか出現したのが, 当時の

電電公社が提供するようになった�����シス

テム (�	
�	
�����	�����	���	���
��	�

�	
�����	�)であった｡ これは, 大型コンピュー

タの ｢時間貸し｣ (ユーザーからいえば ｢時間

借り｣) のシステムであり, わが国で最初に登

場した商用のタイムシェアリングシステム (時

分割システム���) である｡ ���(時分割シス

テム) は, 大型コンピュータの高速な���が

ミリ秒単位でジョブを切り替えながら複数の処

理をすることで, ユーザーからすればコンピュー

タを占有しているようにみえる｡ また, ���

占有時間と, 入出力の時間を組み合わせること

で���を休ませることなく効率的に利用でき

る｡ アメリカでは, ����年代初期に多くの専

用システムが開発され, その後, 汎用機で実践

されるようになった｡ �����システムは, 電

電公社に設置されている大型コンピュータを一

般電話回線を使ってデータ通信をおこなうもの

である｡ それまでデータ通信をおこなうには,

専用回線のネットワークを必要としていたのだ

が, ����(昭和 �) 年に成立した ｢公衆電気通

信法の一部を改正する法律｣ によって, いわゆ

る ｢回線開放｣ が実現されたことで可能となっ

たものである｡

この大型コンピュータと通信ネットワークの

時間借りシステムは, コンピュータの利用形式

としてはそれまでと異なる画期的なものである｡

というのは, それまでは, 自社に占有的に利用

可能なコンピュータを, 購入するにせよレンタ

ルあるいはリースによるにせよ, 独自に設置す

る必要があった｡ しかしながら, �����シス

テムのような商用���によって, 利用者がコ

ンピュータ本体を設置する必要がなくなるので

コストの面でも便宜性が高まるし, なにより,

処理能力の高い大型コンピュータが利用できる

ことで, これまでできなかったさまざまな経営

上の合理化が進展することとなる｡

�����システムの特長についていま少し詳

しく述べると, それは ｢ソフトとハードの秒借

りシステム｣��) であるということである｡ つま

り, システム分析やシステム設計あるいはプロ

グラミングなど利用者側でのソフトウエアに関

する操作は一切必要なく, プログラマーなどシ

ステムの専門家を必要としない｡ したがって,

中小企業などもこの大型コンピュータを比較的

容易に利用できるのである｡ 事実, �����シ

ステムはその発足当初から ｢中小企業の販売在

庫管理システム｣ を主として想定したものであっ

た｡

｢従来の方法ではとてもコンピュータは使え

なかった企業が, 超大型のコンピュータを使っ

たオンライン・リアルタイム・システムによっ

て, 日々の売上げ, 在庫量をつかみ, たとえば

得意先の売掛金が与信限度を越えたり, あるい

は在庫がある量を割ったりすると, 即座に警告

が出てくるような仕組みを活用して｣��) いたと

いう｡

当時, 今の!��である日本電信電話公社

が, �����という大型マシンを時間貸し

する話がありました｡ 使っただけの時間で

大型マシンを借りられるのは, われわれ零

細企業には願ってもないことで, すぐ電電

公社と取り組みまして, 昭和 "年 月に

ドレスシステムを入れました｡ そこで初め

て在庫とお得意さまの売掛金がリアルタイ

ムで管理できるようになったのです｡ (�

田 [�����])

�����システムの導入は, ｢合資会社 高橋

商店｣ にさまざまな経営合理化の効果を生んだ｡

高橋商店における経営機械化の発展
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まず, このシステムの最大の特徴である在庫の

リアルタイム管理が実現した｡

それで, 大型コンピュータにしてからは,

在庫がリアルタイムで管理できて, 品切れ

や品不足と表示できるわけです｡ 品不足と

出てきたら, いったん在庫がいくら残って

いるかで考えます｡ 例えば, 在庫が��ケー

スで, オーダーが��ケースだったら, ま

ず�ケースも出しておけば, 間に合うわけ

です｡ そういうことが可能になりまして,

倉庫で探す作業が全くなくなりました｡

(�田 [�����])

複数の業務, しかも多属性の処理が一括して

おこなえるようになった｡

大型コンピュータですから, 一度に幾つも

の作業を並行してやれるわけです｡ 伝票も

多いときは�台できて, 経理事務もできま

す｡ 当時から財務もコンピュータに入って

いました｡ 営業事務職員が手打ちをするの

ですけれども, ものすごい量を打つわけで

す｡ 受注の場合は, お得意さまのコード番

号と数量を打てば, もう自動的に出てまい

ります｡ 取引量などに従って, お得意さま

ごとにランク付けをしているので, そこで

の価格はもう決まっています｡ ですから,

数字を打つときもむちゃくちゃ速いのです｡

(�田 [�����])

もちろん, 顧客ごとの売掛金管理もリアルタ

イムでできるようになった｡

大型コンピュータですごいなと思ったのは,

�月�日からお得意さんごとに伝票のナン

バリングができたことです｡ もちろん私ど

もの通し番号は, 別にあります｡ そして,

お得意さんごとに売掛金の管理をリアルタ

イムでやりました｡ (�田 [�����])

リアルタイムの売掛金管理は, 顧客側にとっ

ても副次的な効果をもたらすこととなった｡

納品時に, うちの伝票をそろえて, 請求を

持っていたときに ｢欠番さえなければ, 税

務署にそのまま仕入れ伝票として出せます

よ｣ と言いました｡ ｢その代わり, ナンバ

リングをしっかりしてくださいよ｡ 脱漏が

あったら税務署から認められませんよ｣ と

いうことです｡ そのころは, まだみんな明

細を打っていましたから, 私どもの仕入伝

票, いわゆる請求伝票をめくれば分かるの

です｡ そういう面でも, かなりお得意さま

の合理化になったのではないかと思います｡

(�田 [�����])

このように, 大型コンピュータの時間借りシ

ステムである��	

システムは, ｢合資会社

高橋商店｣ の経営合理化を格段にすすめた｡ 特

筆すべきは, 日本に第�次オイルショックがお

こった際の同社の対応にこのシステムが極めて

有効に機能したことであろう｡

昭和��年の��月にオイルショックが来ま

したが, このオイルショックへの対応はや

はり素晴らしかったと思います｡ あのとき,

卸はみんな売り惜しみをして, シャッター

を閉めたのですけれども, たまたま私ども

はその年に��	

システムを入れていま

したから, 在庫と入荷がはっきりしていま

した｡ そのときは, 全員が欲の塊になって

いますから, もうみんな欲しいわけですね｡

しかし, それまでの半年間の取引先の実績

がコンピュータから出るわけですから, そ

れに在庫をかけて, 実績どおりに全部分配

しました｡ (�田 [�����])

コンピュータで全部実績に応じてね｡ あの

ときはみんな欲しがりますから, 実績分け

を全部していったわけです｡ たまたま

��	

が入っていましたから, 導入して

からの半年間の実績を出して, それに合わ

せて在庫量と入荷量を案分して, それをお

客さまに差し上げたわけです｡ ある面, 実

績で平等にね｡ (�田 [�����])
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このように画期的だった電電公社の�����

システムでも, 決して長期間利用したのではな

かった｡

�年間電電公社でやりましたけれども, しょっ

ちゅうプログラム変更が起こるのに, やは

り公社ですので半年かかるんです｡ お得意

さんの要求は, どんどんエスカレートして

きますし, それではもう使い物になりませ

ん｡ (�田 [����	])

｢合資会社 高橋商店｣ の経営管理合理化のた

めの機械化はこれ以後も進展を続け, とどまる

ことはなかった｡

� おわりに

以上, 
�世紀の終わりに熊本の地にはじま

り, 以来百余年の長い伝統を有する旧 ｢合資会

社 高橋商店｣ における, 経営機械化の発展過

程を, いわゆる高度経済成長が始まる
���年

代中頃から第 
次オイルショックがおこった


���年代までをみてきた｡ この時代は, わが

国経済が成長するとともに日本人のライフスタ

イルが高度化し日用雑貨を取扱う同社の商品ア

イテム数の急激な増加にともなって, 経営の合

理化とりわけて事務作業の効率化が必要とされ

た期間である｡

｢合資会社 高橋商店｣ の機械化は, 
��年

に導入した���の記帳式会計機からはじまる｡

これによって, 伝票作成と帳票類の作成の自動

化を達成した｡ 続いて, 
��年からは, 初期

型のオフコンである���の����
���シリー

ズの導入がはじまる｡ これによって, より高度

化した伝票処理に加えて, 合理的な在庫管理が

可能となった｡ その後
���年には, 当時の電

電公社が提供をはじめたばかりの, 一般電話回

線を利用した大型コンピュータの時間貸しシス

テムである�����システムへと移行している｡

これによって, 在庫や顧客別売掛金のリアルタ

イムな管理が可能となったのである｡

先に述べたように, 経営機械化がたんなる事

務作業の省力化にとどまらず, それまでは不可

能だった課業を可能にし, 新しい経営管理の地

平を切り開いてきたことが同社の歴史的経験か

ら実証できるのではないだろうか｡

このように, ｢合資会社 高橋商店｣ は, 環境

の変化に応じて, というよりもむしろ, 環境の

変化を機敏に察知していち早くそれに対応すべ

く一歩先をゆく経営革新をおこなってきたと評

価できる｡ 同社の革新的な経営行動は, 経営機

械の導入だけにとどまるものではない｡ 膨大な

種類に及ぶようになった在庫を適正に管理する

ための最新の倉庫システムの建設や, 常に物流

の拠点となるような好立地への社屋の移転, 時

代に先んじた社員への福利厚生の充実など多方

面も当然広がっている｡ いずれも, 熊本という

地方都市の企業としては先進的である｡ このよ

うな先見性・先進性こそが高橋商店の特長であ

る｡ 新しいものを好む熊本人の気質を ｢わさも

ん (好き)｣ と方言で表現することがしばしば

ある｡ 熊本の近代化の歴史のなかで, 商人・商

家・商業に光を当てられることはそれほど多く

なかったと冒頭に書いたが, ｢わさもん｣ のス

ピリッツをもつ伝統ある商才がこの地に息衝い

ていることを再検討する価値は, 現在にこそあ

るのではなかろうか｡

【付記】旧高橋商店ならびにイーライフ協和株式会

社, および, 高橋英一氏ならびに�田肇氏には,

数度にわたるインタビューにおつきあいいただい

たばかりでなく, いくつもの貴重な資料の提供を

受けた｡ ここに記して感謝の意を申し述べる｡ ま

た, 本文中では高橋英一氏および�田肇氏の氏名

表記からは敬称を省略している｡
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